
＝１０月の望星講座＝
第３３３回

《お申し込み・お問い合わせ》

学校法人東海大学 望星学塾

会員番号（会員のみ記入）

〒 －

望星講座会員 無料／一般 ５００円

キ リ ト リ 線

望星学塾

１００名（先着順）

お名前

ご住所

受講申込書 （ＦＡＸ・メール可）
３３３回望星講座（１０．２３）

アドレス

日時：

講師：

午後２時～３時３０分

山下 泰裕 先生

会場整理費：

場所：

創立者松前重義博士生誕記念講座

＊後援：武蔵野市教育委員会

橋本 敏明 先生

定員：

〒180-0013 東京都武蔵野市西久保1-17-1

℡：0422-51-0161 FAX：0422-53-1025  

e-mail：bosei@parkcity.ne.jp http://www.tokai.ac.jp/bosei/

（東海大学体育学部長 法人柔道教育ソリダリティ理事長）

（望星学塾副塾長）

NPO

IJF) 

NPO

E-mail

２１年前の１９８９年５月第７６回望星講座で松前重義塾長（当時）は、「スポーツで結ぶ民族
と国家の友情」のテーマで話されました。今回、私たちが微力ながらその志を継いで活動してい
ることを再確認する意味もあり、同じテーマを設定しました。実は、昨年１２月、今から３０年
前に松前重義博士が国際柔道連盟（ 会長に就任されたことを回顧する会合が開かれました。
このとき、会長選挙になぜ立候補するのかを述べられた資料が初めて公開されたのです。簡潔な
文章から、世界の中の日本について現状を憂い、新しい日本像を作りだそうと苦心されている様
子が切々と伝わってきます。

「・・・どのようにして日本の文化を海外に紹介するか。そして、文化を通じて日本への理解と
尊敬を深めてゆくのか。私は、この核になるものこそ、柔道であると考えている。」

松前重義博士は、柔道を通して日本が世界平和に貢献し、日本の将来に明るい展望を切り開くこ
とを切望されていたのです。現在、私たちは、理想の旗を引き継ぎ、小さな一歩ですが前に進む
努力をしています。今回は、 法人の活動から本年３月、中国・南京に日中友好柔道場が設立
されたこと、また７月にイスラエルとパレスチナの友好関係を育む柔道交流を行ったことを中心
に私たちの活動の一端を紹介します。

～中国と中東における柔道交流から～
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